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RailsのAPIの調べ方

RailsのAPIには、Rubyの基本的なクラス（たとえばStringクラスなど）に対するメソッ
ドの追加をはじめとして、ActiveRecordモジュールの各種スキーマ定義用メソッド、モデ
ルの検証メソッドなど、広範囲にわたって多数のモジュール、クラス、メソッドが定義さ
れています。
これらは、Railsのバージョンアップに応じて、追加されたり、あるいは統廃合されて

deprecated（将来廃止の予定なので利用しないことを推奨）になったりします。このため、
最新のAPIを知るためには、極言すれば直接RailsやActiveRecordなどのソースファイル
を参照するしか手段がありません。
Rails Framework Documentation（http://api.rubyonrails.org/）は、Railsのソースファイ
ル群から生成されたドキュメントを公開するサイトです。

Rails Framework 
Documentation

Rubyには、ほかのプログラミング言語と同じく、ソースファイル中に一定の形式で記述した
コメントを抽出してドキュメント化するためのRDocと呼ばれるライブラリがあります。Rails
Framework Documentationは、これを利用して生成したページです。

http://www.kmc.gr.jp/̃ohai/rdoc.ja.html （大林一平氏による翻訳）
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Rails Framework Documentationの内容
このページは、4つのペインから構成されています。ページの左側は3つのペインに分か
れていて、上から順番に、次の項目が並んでいます。

・Files
Railsのソースファイルごとのインデックスです。API説明だけでは動作が理解できない
場合は、直接Railsのソースファイルを参照することができます。
URIの先頭はvendor/railsから始まっていますが、Instant Rails を利用してインストール
したソースファイルと対応付ける場合には、vendor/rails を C:¥InstantRails¥ruby¥
lib¥ruby¥gems¥1.8¥gems に置き換えて、さらに各ライブラリにインストールされてい
るバージョン番号付きのものと置き換えて参照してください。
たとえばActiveRecordのvalidations.rbの場合、Instant Rails のソースファイルとの対応
は次のようになります。

もちろん、インストールしたバージョンとWeb上のバージョンが異なれば、該当するソ
ースファイルが存在しなかったり、追加されている可能性があることに注意してください。
・Classes

URI：vendor/rails/activerecord/lib/active_record/validations_rb.html
対応するソースファイル：C:¥InstantRails¥ruby¥lib¥ruby¥gems¥1.8¥gems¥activerecord-
1.15.3¥lib¥active_record¥validations.rb
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Railsのクラスやモジュールごとのインデックスです。
Rubyはモジュールの中に別のモジュールを定義して、外側のモジュールを名前空間と
して扱えます。このため、「モジュールa : :モジュールb: :モジュールc : :クラス」のような
名称となっていることがあります。
参考のため、トップレベルモジュールについて以下に簡単に紹介します。

・Methods
Railsの各クラスやモジュールに定義されたメソッドのインデックスです。
メソッドインデックスの各項目は、次のような形式です。

たとえば検証用メソッドを探す場合には、メソッド名の先頭にvalidatesが置かれたメソ
ッドで、カッコ内がActiveRecordモジュールで始まるものを探します。同じように、セッ
ションに関連するメソッドを探す場合には、先頭がsessionで始まるメソッドで、括弧内が
ActionControllerモジュールで始まるものを探します。またテキストに関連したタグ用の
ヘルパを探すのであれば、先頭がtextで始まるメソッドで、括弧内がActionViewで始まる
ものを探すことになります。

メソッド名（定義されているクラス／モジュール）

・ActionController ：コントローラに関連するモジュール
・ActionMailer ：メール用モデル／ビューを利用したメール送信用モジュール
・ActionView ：ビューに関連するモジュール。HTMLのタグ出力メソッドなどの多数

のヘルパメソッドを持つ
・ActionWebService ：Webサービス（Web API）を実現するためのモジュール
・ActiveRecord ：アクティブレコード
・ActiveSupport ：RubyにRails用のメソッドの追加などを行うモジュール

規約が重要ということの意味、それによってソフトウェアを統一することの重要さの理由が、
このAPIのインデックスから理解できるのではないでしょうか。きちんと機能をモジュール分
割し、規約に沿ったメソッド名を付けることで、膨大なメソッド群の中から、（定義さえされて
いれば）目的のメソッドを見つけ出せます。こんなところにも、Railsの各ソースプログラムが
規約を守っていることの重要性を見出すことができます。
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メソッドのオプションの探し方

前項で示した方法で、Created at項目に利用されているdatetime_selectメソッドを調べ
ると、オプションについては単に「options = { } 」と、ハッシュを取ることが示されている
だけで、個々のオプションについての説明はありません。また使用例に、開始年の設定に
利用する : s t a r t _ y e a r オプションは出ていますが、本書の例題で利用し
た:use_month_numbersについてはやはり出ていません。では、どうやって調べればよいの
でしょうか？
その方法は、よくドキュメントを読むことです。
まず、da t e t i m e _ s e l e c t メソッドの説明が出ているページ、具体的には

ActionView : :Helpers : :DateHelperモジュールのほかのメソッドについて目を通してみま
しょう。そうすると、ここで利用しているdatetime_selectメソッドによく似た、
date_selectメソッドやtime_selectメソッドが存在することに気づくと思います。また、さ
らに細かい単位で処理するメソッドであるselect_dayメソッド、select_hourメソッド、
select_monthメソッドなども見つかります。
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このうち、月の設定に関するメソッドであるselect_monthメソッドの説明を参照すると、
次の記述が見つかります。

したがって、datetime_selectメソッドでも、このオプションが利用できるはず、と当た
りが付きます。そして実際に試すことで、その推測が正しいことがわかります。
このように、複数のメソッドを組み合わせたメソッドの場合は、単機能のメソッドの説
明、あるいは先頭のほうで定義されたメソッドの説明、あるいは一般的な語句を利用した
メソッドの説明を参照してみると、目当てのオプションが見つかる場合があります。
もし見つからない場合は、そのようなオプションが定義されていないか、まだドキュメ
ントされていないかのいずれかです。その場合は、ソースファイルを参照して確認してく
ださい。

RailsはDRY原則を重視
しています。DRY原則に
従えば重複した実装は回
避されるため、すべての
月 に 関 す る 処 理 は 、
select_monthメソッド
の実装を利用しているこ
とが期待できます。この
ためメソッドが違っても
同じオプションが利用で
きると想像がつくことに
なります。

ヒ ン ト

It's also possible to use month numbers for the presentation instead of names ―
set the :use_month_numbers key in options to true for this to happen. 
【訳】オプションで、:use_month_numbersキーをtrueに設定すると、月名の代わりに月番号
を利用することもできます。


